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長野県野尻湖における過去約 4.5万年の湖水位変動とその要因
Lake-level changes and their factors during the last 45,000 years in Lake Nojiri, Central
Japan.
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長野県野尻湖で得られた音波探査記録を基に湖水位変動史を検討した結果,湖水位が過去約 4.5万年の間に 8回の上昇・
下降を繰り返していた.また,野尻湖における湖水位変動プロファイルと花粉組成や全有機炭素濃度プロファイル,グリー
ンランドの NGRIPや中国の Sanbao/Hulu洞窟の酸素同位体比プロファイルと比較し,さらに地球規模の寒冷化イベント
の時期と比較したところ,寒冷期とりわけハインリッヒ・イベントなどの「急激な寒冷期」と湖水位上昇期が対応するこ
とが明らかになった.寒冷期に湖水位が上昇する要因としては,地球規模の「急激な寒冷化」の影響を受け,冬季モンスー
ンが強化されたことに伴う日本海からの水蒸気供給量の増加によって,この地方の降雪量が増加したことが主要因として
考えられる.
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